
（別紙３）

～ 令和8年　2月　27日

（対象者数） 2 （回答者数） 1

～ 令和8年　2月　27日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員一人が気付いた利用者の小さな発信を

職員全員で共有する機会を多く作り、

事業所全体の療育の質を上げる

2

電話・LINE・面談は引き続き丁寧に行いながら、

利用者への支援だけでなく家族支援にも目を向け取り組

んでいく

3
・外に出て体験が出来るようなプログラムも

積極的に行っていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・外遊びを交えて窮屈感を感じないように

工夫する

・可能な限り放デイとの利用時間をズラせるよう、日々の利

用を工夫する

2

各関係機関との連携を今までより密にし、

こちらから積極的なアプローチをし、

日々の支援に活かしていく

3

・古くなってきた物は新しいのを購入し、

安全性の高い物を優先する

・職員全員で作業の細分化をし、手を回していくようにする

職員配置

職員を手厚く配置することで、利用者一人一人の

小さな発信にも目を向けられるようにし、

同時に安全性も高めている

相談しやすい環境作りの徹底
・電話や面談以外にもLINEでも保護者様と繋がり、小さな

悩み事や相談などが気軽に出来るようにしている

季節毎の支援プログラムの実施
・季節毎に応じた、行事や支援プログラムを

取り入れている

バリアフリー化
・開業当時から使用している物が多く、古くなってきている

・現在の利用者に合わせた環境作りに中々手が回せてない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動スペースの狭さ

・放デイの利用者と一緒の時間帯にも

活動することがある為、スペースが狭く感じやすい

・そもそもの事業所の広さがあまり広くはない

地域との関わりが少ない 地域資源の活用が上手く出来ていない

令和8年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

令和8年　2月　28日

○事業所名
児童発達支援　ちゅーぶ

○保護者評価実施期間
令和8年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


